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2019年 令和元年

月 日

（火曜日）
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天皇陛下 皇后さまの略歴

名
前
は
徳
仁
。
１
９
６
０
年
２
月

日
生
ま
れ
。
幼

少
時
の
称
号
は
浩
宮
。学
習
院
幼
稚
園
か
ら
学
習
院
初
、

中
、
高
等
科
を
経
て
、
学
習
院
大
文
学
部
史
学
科
を
卒

業
後

同
大
大
学
院
に
進
学

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

に
も
留
学
し
た
。

年
１
月
、
昭
和
天
皇
の
死
去
に
伴

い
皇
太
子
と
な
り
、

年
６
月
に
元
外
務
省
職
員
の
皇

后
さ
ま
と
結
婚
し
た
。
学
習
院
女
子
高
等
科
３
年
の
長

女
愛
子
さ
ま
と
３
人
家
族
。
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
は
水
問
題
に
関
す
る
考

察
で
、
２
０
１
３
年
と

年
、
国

連
本
部
で
開
か
れ
た
「
水
と
災
害

に
関
す
る
特
別
会
合
」
で
講
演
し

た
。
趣
味
は
ビ
オ
ラ
演
奏
と
登
山
。

名
前
は
雅
子
。
１
９
６
３
年

月
９
日
、
外
務
事
務

次
官
や
国
際
司
法
裁
判
所
判
事
な
ど
を
歴
任
し
た
小
和

田
恒
氏
と
妻
優
美
子
さ
ん
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。

年
に
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
経
済
学
部
を
卒
業
。
学
士
入

学
し
た
東
京
大
を
中
退
後
、

年
４
月
に
外
務
省
に
入

り
、
日
米
の
経
済
外
交
に
携
わ
っ
た
。

年

月
、
東

宮
御
所
で
開
か
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
エ
レ
ナ
王
女
歓
迎
会

で
、
天
皇
陛
下
と
出
会
い
、

年

６
月
に
結
婚
し
た
。
２
０
０
１
年

月
に
長
女
愛
子
さ
ま
を
出
産
。

年

月
か
ら
療
養
生
活
に
入

り
、
宮
内
庁
は

年
７
月
、
病
名

を
「
適
応
障
害
」
と
公
表
し
た
。
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先
に
、
日
本
国
憲
法
お
よ
び

皇
室
典
範
特
例
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
皇
位
を
継
承
い
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
を
行
い
、
即
位
を

内
外
に
宣
明
い
た
し
ま
す
。

上
皇
陛
下
が

年
以
上
に
わ

た
る
ご
在
位
の
間
、
常
に
国
民

の
幸
せ
と
世
界
の
平
和
を
願
わ

れ
、
い
か
な
る
時
も
国
民
と
苦

楽
を
共
に
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

御
心
を
ご
自
身
の
お
姿
で
お
示

し
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
、
改

め
て
深
く
思
い
を
致
し
、
こ
こ

に
、
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の
平

和
を
常
に
願
い
、
国
民
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
憲
法
に
の
っ
と

り
、
日
本
国
お
よ
び
日
本
国
民

統
合
の
象
徴
と
し
て
の
つ
と
め

を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

国
民
の
叡
智
と
た
ゆ
み
な
い

努
力
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
が
一

層
の
発
展
を
遂
げ
、
国
際
社
会

の
友
好
と
平
和
、
人
類
の
福
祉

と
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と
を
切

に
希
望
い
た
し
ま
す
。
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⊃

天
皇
陛
下
の
お
言
葉

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

新
憲
法
下
で
催
さ
れ
た
平
成

時
の
正
殿
の
儀
は
、

戦
前
の

様
式
を
倣
っ
た
こ
と
か
ら
、
憲

法
が
定
め
る
国
民
主
権
や

政

教
分
離
の
原
則
に
反
す
る
と
の

強
い
批
判
が
出
た
が
、

政
府

は
今
回
も
前
回
の
様
式
を
踏
襲

し
た
。

台
風

号
の
被
害
拡
大
を
受

け
、
パ
レ
ー
ド
「
祝
賀
御
列
の

儀
」
は

月

日
に
延
期
さ
れ

た
。正

殿
の
儀
は
、
「
松
の
間
」

で
行
わ
れ
、
古
式
装
束
「
黄
櫨

染
袍
」
を
着
た
陛
下
が
、
天
孫

降
臨
神
話
に
由
来
す
る
高
御
座

に
上
り
、
即
位
を
宣
言
。
皇
位

の
し
る
し
と
さ
れ
る
「
三
種
の

神
器
」
の
う
ち
剣
と
璽

勾
玉

が
、
国
の
印
の
「
国
璽
」
と
天

皇
の
印
の
「
御
璽
」
と
と
も
に

高
御
座
に
置
か
れ
た
。
皇
后
さ

ま
は
十
二

単

姿
で
隣
の
「
御

帳

台
」
に
立
っ
た
。

安
倍
晋
三
首
相
が
祝
辞
の

「
寿
詞
」
を
述
べ
、
参
列
者
と

万
歳
三
唱
。
政
府
は
１
９
４
カ

国
や
各
界
の
代
表
な
ど
２
千
人

以
上
を
招
待
し
、
外
国
の
元
首

や
王
族
、
政
府
高
官
の
ほ
か
、

皇
族
や
三
権
の
長
、
知
事
ら
が

参
列
し
た
。

夜
に
は
宮
殿
で
祝
宴
「

饗

宴
の
儀
」
が
催
さ
れ
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
外
国
賓
客
ら
と

飲
食
を
共
に
す
る
。

天
皇
陛
下
が
内
外
に
即
位
を
宣
言
す
る
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
が

日
午
後
、
国
事
行
為
と
し
て
皇
居
・
宮
殿
で
執
り

行
わ
れ
た
。
陛
下
は
玉
座
「
高
御
座
」
に
立
ち
、
「
国
民
の
幸
せ
と
世
界
の
平
和
を
常
に
願
い
、
国
民
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
憲
法
に
の
っ
と
り
、
日
本
国
お
よ
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

即
位
の
礼

皇
位
継
承
を

国
の
内
外
に
示
す
国
事
行

為
と
し
て
の
一
連
の
儀
式
。
５

月
１
日
に
「
三
種
の
神
器
」
の

一
部
を
引
き
継
い
だ
「
剣
璽
等

承
継
の
儀
」
、
三
権
の
長
ら
を

前
に
即
位
を
宣
言
し
た
「
即
位

後
朝
見
の
儀
」
で
始
ま
っ
た
。

中
心
儀
式
は
「
即
位
礼
正
殿
の

儀
」
で
、
諸
外
国
の
国
王
戴
冠

式
や
即
位
式
に
当
た
り
、
各
国

首
脳
や
王
族
、
賓
客
ら
を
招
待
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
オ
ー
プ

ン
カ
ー
で
パ
レ
ー
ド
す
る
「
祝

賀
御
列
の
儀
」
と
、
即
位
を
祝

う
祝
宴
「
饗
宴
の
儀
」
も
、
平

成
時
の
代
替
わ
り
同
様
、
政
府

は
国
事
行
為
と
し
た
。

「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
で
、
即
位
を
宣
言
さ
れ
る
天
皇
陛
下

日
午
後
１
時

分
、
宮
殿
・
松
の
間
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（ ） 月 日（火曜日）号 外 年 （令和元年）（ ） 月 日（火曜日）号 外 年 （令和元年）



たかみくら
高御座高御座
高さ　約６．５㍍

みちょうだい
御帳台御帳台
高さ　約５．７㍍

安
倍
晋
三
首
相

天皇陛下

皇后さま

年 月 日（火）
午後１時から約 分間

国内外の代表 約 人
参列者

「松の間」

段の階段

正 殿

天皇陛下が三種の神器の剣と璽（勾玉）などを携えた
侍従とともに皇居・宮殿の正殿「松の間」に入る
陛下が高御座に上る。侍従が三種の神器などを安置
皇后さまが松の間に入り、御帳台に立つ
参列者が鉦（鐘）の合図で起立
参列者が鼓の合図で敬礼
安倍晋三首相が陛下の前に進む
陛下のお言葉
安倍首相の寿詞（祝辞）
万歳三唱、参列者も唱和
参列者が鉦の合図で着席
天皇、皇后両陛下が松の間から退出

「即位礼正殿の儀」に臨まれる天皇陛下と皇后さま＝ 日午後１時 分、宮 ・松 間

（ ）月 （火曜 ） (第三種郵便物認可)年 （令和元年） （ ）月 （火曜 ） (第三種郵便物認可)年 （令和元年）


